
小倉南区

意見交換の概要 

■開催日：令和元年 10月 24 日（木）14：00～15:30 

■会 場：小倉南生涯学習センター 3階 視聴覚室 

■参加者：84 名 

Q. 質問・意見 

小倉駅のトイレの場所がわかりにくく、設置場所も遠いため、改善していただきたい。 

また、平尾台は、自家用車がなければ行くことができない。市営バス等の運行を検討していた

だきたい。 

A. 市長等の回答 

小倉駅３階の公衆トイレについては、以前移設の検討も行ったが、配管等の問題があり困難で

あった。トイレへの案内を分かりやすく明示することなども関係者と検討しているところであ

る。引き続き利便性向上に努めていきたい。 

 次に、平尾台は、市内７地区で実施している「おでかけ交通」の対象地区となっており、土日

祝日で１日８便の定期便を運行している。また、土日祝日以外においても３名以上の予約があれ

ば、乗合タクシーの運行を実施している。これを皆様にぜひご利用いただきたい。 

Q. 質問・意見 

 曽根東校区には紀元前から生息しているカブトガニが生息しているが、年々減少傾向にあるこ

とから、環境の変化が生じていると思う。この財産を今後もしっかりと保護していくために、日

中韓環境大臣会合で来訪される小泉環境大臣に環境整備の必要性も含めてぜひ紹介していただき

たい。 

A．市長等の回答 

日中韓環境大臣会合は国の事業であり、本市からは、視察場所に関する情報を提供しているも

のの、決定する立場にはないのでご理解いただきたい。 

カブトガニの生息における環境整備においては、生息の状況に注視しながら、曽根干潟の環境

づくりに努めていきたい。 



小倉南区

Q. 質問・意見 

 市民が本市のイメージを文化都市と感じていることは低いと思うため、市民へのＰＲをしっか

り行う必要がある。 

市政運営に対して改善意見が出たときに、行政としてどういう組織で検討しているのか伺いたい。

A．市長等の回答 

 東アジア文化都市に関するＰＲに関しては、しっかりと取り組んでまいりたい。 

 様々なご意見・ご提案に対する対応としては、「市長への手紙」で個別の案件の問い合わせ等

をいただいた際は、市長である私が指示し、市役所として検討して回答するよう努めている。 

Q. 質問・意見 

災害が頻繁に起こる現状では、一番活躍が期待できる高校生を活用した防災計画の検討や大規模病

院との連携などを図ることが必要であると考えるが、市はどのように考えているか。 

A．市長等の回答 

 市の防災訓練については、市の総合防災訓練を年１回実施している他、各区において、毎年度

校区を変えて実施しているところである。高校との連携についても、要望に応じて様々な形で防

災訓練を実施している。 

 また、防災啓発の観点から、要望があれば地域への出前講演なども行っているため、ぜひこれ

らも活用していただきたい。 
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Q. 質問・意見 

来年東京オリンピック・パラリンピックがあるが、今年のウェールズのように北九州で練習等はあ

るのか。 

A．市長等の回答 

 オリンピックでは、タイの卓球・テコンドー、コロンビアのナショナルチームがキャンプを行

う予定であり、パラリンピックでは、イギリスの車椅子ラグビー、ドイツの車椅子バスケットボ

ールの女子チームのキャンプを行う予定である。 

 この機会に色々な交流を実施できればと考えている。 


